
所
信
表
明

令
和
８
年
度

一
般
会
計
予
算

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
と
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区

歳
入

道
路
事
業

歳
出

脱
炭
素
先
行
地
域
の

取
組

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

　一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
1
1
3

億
3
5
8
5
万
５
千
円
で
、前
年
度
比

２
億
9
1
4
3
万
５
千
円（
2・6
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。収
支
不
足
分

は
財
政
調
整
基
金
８
億
2
3
4
8
万

５
千
円
を
取
り
崩
し
て
編
成
し
て
い

ま
す
。

　総
合
計
画
に
て
重
要
施
策
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施

設
に
つ
い
て
は
、
再
度
の
公
募
に
向

け
、
事
業
主
体
で
あ
る
県
と
連
携
を

図
り
、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
中
心

と
し
た
魅
力
あ
る
周
辺
環
境
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
の
公

有
地
を
活
用
し
た
町
独
自
の
土
地
利

用
を
進
め
る
た
め
、
協
定
を
締
結
し

た
企
業
等
と
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

事
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
ず

は
Ｃ
街
区
の
与
那
古
浜
公
園
か
ら
着

手
し
、Ａ
街
区
、Ｂ
街
区
へ
と
段
階
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

生
活
環
境

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　「与
那
原
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」に
基

づ
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

と
業
務
の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。国

が
進
め
る
「
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
」に
適
切
に
対
応
し
、全
国
共
通

の
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　上
与
那
原
前
の
井
線
、
伊
武
田
４

号
線
及
び
与
原
19
号
線
は
、
早
期
の

公
園

都
市
計
画

住
宅
政
策

下
水
道

　与
原
公
園
は
、町
道
の
付
替
え
工

事
や
遊
具
広
場
の
造
成
を
実
施
し
、

　上
与
那
原
地
区
の
市
街
化
調
整
区

域
で
は
、
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
市
街
地
の
拡
大
と
安
全
・
安
心

で
持
続
可
能
な
住
環
境
の
形
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
に
向
け
て
、

県
や
西
原
町
と
連
携
・
協
働
し
、
用

途
地
域
や
地
区
計
画
の
変
更
手
続
き

に
取
り
組
み
、事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　既
成
市
街
地
の
土
地
の
有
効
活
用

の
可
能
性
を
調
査
し
、
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
エ
リ
ア
と
連
動
し
た
新
た
な
賑
わ

い
の
創
出
を
目
指
し
、
町
商
工
会
と

連
携
し
な
が
ら
商
業
地
域
内
で
の
市

街
地
再
開
発
を
進
め
ま
す
。

　令
和
８
年
度
の
汚
水
事
業
は
板
良

敷
地
区
と
当
添
地
区
、
雨
水
事
業
は

上
与
那
原
地
区
を
重
点
的
に
整
備

し
、
整
備
率
の
向
上
と
既
存
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
未
接
続
世
帯
へ
の
普
及

活
動
や
接
続
工
事
へ
の
補
助
を
積
極

的
に
行
い
、
接
続
率
を
向
上
さ
せ
、

安
定
し
た
下
水
道
事
業
の
継
続
に
努

め
ま
す
。

水
道

　令
和
８
年
度
は
、
遠
方
監
視
シ
ス

テ
ム
の
更
新
や
浜
田
地
区
で
の
配
水

管
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
安

全
で
安
心
な
水
の
安
定
供
給
に
向

け
、
水
道
施
設
の
改
良
や
老
朽
管
の

更
新
、
漏
水
対
策
の
強
化
お
よ
び
水

道
料
金
の
適
正
化
に
努
め
、
健
全
な

経
営
基
盤
の
も
と
、
信
頼
性
の
高
い

水
道
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進

　「与
那
原
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

と
業
務
の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。
国

が
進
め
る
「
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
」
に
適
切
に
対
応
し
、
全
国
共

通
の
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　歳
出
で
は
、脱
炭
素
関
連
事
業
と
し

て
９
億
9
6
1
0
万
６
千
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。あ
わ
せ
て
、国
の
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、「
つ
な
ひ
き
か
ち
ゃ

ん
商
品
券
」関
連
事
業
と
し
て
１
億

6
4
1
2
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、県
補
助
金
を
活
用
し
た
中
学

生
給
食
費
の
半
額
補
助
に
加
え
、同
交

付
金
で
残
り
の
半
額
を
補
助
す
る
こ

　地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
、

地
域
で
使
う
こ
と
は
、温
暖
化
対
策
の

み
な
ら
ず
、防
災
、地
域
経
済
の
観
点

か
ら
も
重
要
で
す
。令
和
８
年
度
は
、

環
境
省
の「
脱
炭
素
先
行
地
域
」の
事

業
開
始
か
ら
４
年
目
と
な
り
、計
画
期

間
も
残
り
２
年
と
な
り
ま
す
。事
業
を

さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、町
民
の
皆
さ

ま
の
協
力
を
得
な
が
ら
、国
や
県
、企

業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携

し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に

よ
る
地
域
脱
炭
素
と
、地
域
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

　歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
を
前
年

度
比
5
7
3
5
万
円
増
の
22
億
8

2
1
0
万
7
千
円
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　町
税
は
前
年
度
比
4
3
7
2
万
5

千
円
の
増
で
、
内
訳
は
個
人
町
民

税
が
2
3
5
9
万
8
千
円
の
増
、法

人
町
民
税
が
91
万
6
千
円
の
増
、
固

定
資
産
税
が
2
0
4
1
万
円
の
増
、

軽
自
動
車
税
が
89
万
9
千
円
の
増
、

町
た
ば
こ
税
が
2
0
9
万
8
千
円
の

減
で
す
。
全
体
で
は
20
億
1
2
6
1

万
9
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　本
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
5

次
与
那
原
町
総
合
計
画
の
後
期
計
画

を
推
進
す
る
た
め
、基
本
計
画
に
定

め
た
６
つ
の
基
本
目
標
と
、重
要
施
策

と
し
て
位
置
付
け
た
、脱
炭
素
先
行

地
域
づ
く
り
事
業
な
ど
の
各
種
施
策

を
実
施
し
ま
す
。

　各
種
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

新
た
な
沖
縄
振
興
計
画
に
基
づ
く
一

括
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、町
の
発

展
と
沖
縄
の
振
興
に
資
す
る
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

　交
通
政
策
は
、与
那
原
町
総
合
交

　物
価
高
騰
の
影
響
は
、
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
町
税
に

つ
い
て
は
、
公
平
・
公
正
の
大
原
則

に
則
り
自
主
財
源
の
安
定
確
保
に
向

け
て
適
正
課
税
、
納
付
率
の
維
持
・

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

W
e
b
口
座
振
替
受
付
や
コ
ン
ビ
ニ

納
付
に
加
え
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
、ｅ
L
T
A
X
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
電
子
申
告
を
推
進
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向
上
に
努
め
ま

す
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス

　照屋勉与那原町長は、3
月定例議会の席上で令和
8年度の町長所信表明演
説を行いました。ここでは
その要旨を掲載します。

と
で
、給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
実

施
し
、子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
強
化

し
ま
す
。

　一
方
、令
和
８
年
度
も
、児
童
福
祉

費
や
社
会
福
祉
費
等
の
増
加
に
伴
う

扶
助
費
の
伸
び
に
加
え
、人
件
費
や

物
価
高
騰
に
よ
る
経
費
の
増
が
見
込

ま
れ
、基
金
の
取
り
崩
し
を
伴
う
厳
し

い
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

沖縄県MICE推進課提供写真

　町
営
住
宅
の
管
理
運
営
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
自
治
会
と
施
設
管

理
の
情
報
を
共
有
し
、
よ
り
良
い

住
環
境
の
提
供
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

町
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち
入
居
募

集
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
低
所

得
者
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど

住
宅
困
窮
者
を
優
先
し
、
募
集
を

行
い
ま
す
。

早
期
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。ま

た
、町
内
公
園
の
古
く
な
っ
た
遊
具

を
更
新
し
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
の
確
保
に
努
め
、公
園
利
用
者
の

利
便
性・快
適
性
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、与
那
古
浜
公
園
お
よ
び
上

の
森
公
園
で
は
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ‐Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　既
成
市
街
地
の
土
地
の
有
効
活
用

の
可
能
性
を
調
査
し
、マ
リ
ン
タ
ウ

ン
エ
リ
ア
と
連
動
し
た
新
た
な
賑
わ

い
の
創
出
を
目
指
し
、町
商
工
会
と

連
携
し
な
が
ら
商
業
地
域
内
で
の
市

街
地
再
開
発
を
進
め
ま
す
。

通
基
本
計
画
で
定
め
た
基
本
理
念
の

も
と
、円
滑
な
交
通
体
系
を
構
築
し
て

い
く
た
め
、新
た
に
策
定
し
た「
与
那

原
町
地
域
総
合
交
通
戦
略（
後
期
戦

略
）」で
位
置
付
け
た
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

供
用
開
始
に
向
け
事
業
を
進
め
ま

す
。　大

見
武
３
号
線
と
上
与
那
原
１
号

線
は
、
大
雨
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
冠
水
対
策
と
し
て
排
水
溝

を
整
備
し
ま
す
。

　東
浜
地
区
か
ら
港
区
を
経
由
し
南

城
市
へ
つ
な
が
る
県
道
糸
満
与
那
原

線
バ
イ
パ
ス
は
、
お
お
む
ね
の
ル
ー

ト
案
が
決
ま
っ
た
こ
と
か
ら
整
備
を

さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
道

３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス
の
４
車

線
で
の
早
期
開
通
と
、
国
道
３
２
９

号
と
の
立
体
交
差
点
化
を
進
め
ま

す
。

令和8年度 所信表明

要 旨
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